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○
役
員
会

　

・
四
月
一
〇
日　

  「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
講
演
会
開
催
に
つ

い
て
」

　

・
九
月
二
五
日　
「
講
演
会
開
催
に
つ
い
て
」

　

・
一
一
月
二
七
日　
「
来
年
度
予
算
計
画
に
つ
い
て
」

○
参
禅
会
運
営
委
員
会

　

・
四
月
一
〇
日　

  「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
今
年
度
研
修
旅
行

に
つ
い
て
」

　

・
九
月
二
五
日　
「
今
年
度
研
修
旅
行
会
計
報
告
」

　

・
一
一
月
二
七
日　

  「
来
年
度
予
算
計
画
並
び
に
来
年
度
研
修
旅

行
に
つ
い
て
」

○
『
禅
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会

　

・
一
一
月
二
七
日　
「『
禅
研
究
所
紀
要
』
第
四
七
号
に
つ
い
て
」

○
研
修
旅
行

　
　

岡
島
秀
隆
所
長
以
下
、
三
八
名
の
参
禅
会
員
の
参
加
で
、
八
月

二
八
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
、「
佐
渡
金
山
と
越
後
の
名
刹
を
め
ぐ

る
旅
」
を
実
施
し
た
。
新
潟
県
の
佐
渡
島
を
訪
れ
て
、
当
地
の
中

心
的
寺
院
の
総
源
寺
を
拝
登
し
、
ま
た
佐
渡
金
山
や
北
沢
浮
遊
選

鉱
場
な
ど
を
観
光
し
た
。
中
越
地
方
に
移
動
し
、
上
杉
景
勝
や
直

江
兼
続
が
修
行
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
南
魚
沼
市
の
雲
洞
庵
を

拝
登
し
て
寺
宝
を
拝
覧
し
、「
越
後
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
」
と
称

さ
れ
た
石
川
雲
蝶
の
巨
大
作
品
を
蔵
す
る
魚
沼
市
の
西
福
寺
を
訪

れ
て
、
雲
蝶
の
超
絶
技
巧
を
堪
能
し
た
。
他
に
も
、
小
千
谷
市
の

小
栗
山
木
喰
観
音
堂
を
参
拝
し
、
堂
内
の
木
喰
仏
に
触
れ
て
、
こ

れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
信
仰
の
様
子
を
実
感
し
た
。

○
禅
籍
資
料
調
査

　
　

岡
島
秀
隆
所
長
以
下
、
所
員
・
研
究
員
六
名
が
、
三
月
六
〜
七

日
に
三
重
県
を
訪
れ
、
度
会
郡
玉
城
町
の
広
泰
寺
（
曹
洞
宗
）

と
、
津
市
の
東
雲
寺
（
曹
洞
宗
）
を
拝
登
し
て
同
寺
所
蔵
の
資
料

の
閲
覧
・
収
集
を
行
っ
た
。
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○
火
曜
参
禅
会

　

・
四
月
一
〇
日
、
五
月
八
日
、
六
月
一
二
日
、
七
月
一
日
、
九
月

二
五
日
、
一
〇
月
九
日
、
一
一
月
一
三
日
、
一
二
月
四
日
（
成

道
会
摂
心
）、
一
月
一
五
日
、
二
月
一
二
日

○
禅
・
茶
話
の
会
“
放
光
”

　

・
四
月
一
八
日
、
五
月
一
六
日
、
六
月
二
〇
日
、
七
月
一
八
日
、

九
月
一
九
日
、
一
〇
月
一
七
日
、
一
一
月
二
一
日
、
一
二
月
一

九
日
、
一
月
二
二
日
、
二
月
二
〇
日
、
三
月
一
三
日

○
講
演
会

　

・
六
月
二
一
日
（
木
）
午
後
三
時
一
〇
分
よ
り

 

九
号
館
九
一
〇
八
教
室

　
　
「
大
乗
仏
教
の
説
法
者
ダ
ル
マ
バ
ー
ナ
カ
（D

harm
a-

bhān

･aka

）」

 

東
洋
大
学
文
学
部
教
授　

渡
辺
章
悟
先
生

　

・
一
一
月
三
〇
日
（
木
）
午
後
三
時
一
〇
分
よ
り 

け
や
き
ホ
ー
ル

　
　
「
六
道
輪
廻
図
（
生
死
輪
）
か
ら
観
心
十
界
図
へ

　
　
　

│
仏
教
世
界
観
を
美
術
か
ら
読
み
解
く
│
」

 

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
・
龍
谷
大
学
名
誉
教
授

 

宮
治　

昭
先
生

○
　
平
成
三
〇
年
度
禅
研
究
所
所
員
・
研
究
員
に
よ
る
著
書
・
学
術

論
文
（
仏
教
・
宗
教
関
係
）（
平
成
三
〇
年
四
月
〜
三
一
年
三
月
）

石
田
尚
敬

『The Seventy-five Elem
ents (dharm

a ) of Sarvā-
stivāda in the Abhidarm

akośabhās

･ya and Related 
W
orks

』（
共
著
） The International College for Post-

graduate Buddhist Studies of The International 
Institute for Buddhist Studies

「
現
代
社
会
に
お
け
る
人
間
の
欲
望
│
イ
ン
ド
仏
教
思
想
を
手

掛
か
り
と
し
て
│
」『
日
本
佛
教
學
會
年
報
』
八
三

「
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
に
よ
る
〈
付
託
の
排
除
〉
の
議
論
」

『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
七

大
橋
崇
弘

「
普
済
寺
蔵
『
蔵
鷺
集
』
翻
刻
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
七



平
成
三
〇
年
度
禅
研
究
所
活
動
記
録

143─　   ─

大
松
久
規

「『
法
界
次
第
初
門
』
に
見
ら
れ
る
禅
観
」『
曹
洞
宗
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
一
九

「『
釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
』
所
説
の
禅
観
│
『
法
界
次
第
初

門
』
と
の
比
較
│
」『
東
海
仏
教
』
六
四

木
村
文
輝

「
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
瞑
想
論
（
５
）
│
『
シ
ュ
リ
ー
・
バ
ー

シ
ュ
ヤ
』
Ⅲ
、
３
、27
〜
34
読
解
│
」『
愛
知
学
院
大
学
人
間

文
化
研
究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
三
三

「
仏
教
の
《
歴
史
と
文
化
》
の
誤
解
を
解
く
」『
大
法
輪
』
八
五

（
七
）

菅
原
研
州

「
四
大
綱
領
と
発
願
式
│
曹
洞
宗
の
教
義
と
教
化
に
つ
い

て
│
」『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
一
九

「
道
元
禅
師
成
仏
論
の
教
化
的
展
開
に
つ
い
て
」『
曹
洞
宗
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
一
九

「
近
世
後
期
洞
門
僧
の
教
化
意
識
に
つ
い
て
」『
日
本
仏
教
綜
合

研
究
』
一
六

「
乙
堂
喚
丑
『
正
法
眼
蔵
続
絃
講
議
』
写
本
の
研
究
」『
印
度
学

仏
教
学
研
究
』
六
七
（
一
）

「
有
安
道
人
『
弾
僧
侶
妻
帯
論
』
と
有
安
老
人
『
対
客
一
話
』

に
つ
い
て
│
付
録
『
対
客
一
話
』
翻
刻
資
料
│
」『
愛
知
学

院
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
六
（
二
・
三
合
併
号
）

「
萬
光
道
輝
の
研
究
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
七

「
い
ろ
い
ろ
な
名
前
を
お
ぼ
え
よ
う
」（
連
載
）『
て
ら
ス
ク
ー

ル
』
曹
洞
宗
宗
務
庁

林　
　

淳

『
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
50　

渋
川
春
海
』
山
川
出
版
社

「
顕
密
体
制
」『
日
本
宗
教
史
の
キ
ー
ワ
ー
ド
│
近
代
主
義
を
超

え
て
│
』
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会

「
仏
教
と
修
験
道
」『
現
代
思
想
』
四
六
（
六
）

「
社
寺
上
知
令
の
影
響
│
「
境
内
」
の
明
治
維
新
│
」『
カ
ミ
と

ホ
ト
ケ
の
幕
末
維
新
』
法
藏
館

「
渋
川
春
海
の
夢
」『
歴
博
』
二
一
〇

「
記
憶
の
中
の
「
観
光
」
と
「
労
働
」」（
共
著
）『
愛
知
学
院
大

学
人
間
文
化
研
究
所
所
報
』
四
四

引
田
弘
道

「
道
徳
教
育
と
仏
教
説
話
」『
日
本
仏
教
教
育
学
研
究
』
二
六
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「
翻
訳　

黄
金
の
鹿
物
語
│
『
ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
ア

ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
・
カ
ル
パ
ラ
タ
ー
』
第
30
章
和
訳
│
」（
共

著
）『
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
八

「
翻
訳　

カ
ー
シ
ス
ン
ダ
ラ
物
語
」（
共
著
）『
愛
知
学
院
大
学

人
間
文
化
研
究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
三
三

山
端
信
祐

「
江
戸
後
期
に
お
け
る
福
厳
寺
門
末
寺
院
の
無
住
・
法
地
願
の

過
程
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
七
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○
寄
贈
図
書
目
録

（
平
成
三
〇
年
三
月
〜
平
成
三
一
年
二
月
）

　
〈
寄
贈
者
五
〇
音
順
・
敬
称
略
〉

　

左
記
の
図
書
を
御
恵
贈
下
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
研
究
資
料
と
し
て
永
く
保
存
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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縁
と
利
他
│
モ
ー
レ
ツ
社
員
の
回
顧
録
│

 

井
上
修

日
常
禪
の
す
す
め
│
快
適
な
人
生
を
過
ご
す
た
め

に
│ 

井
上
修

叡
山
学
院
研
究
紀
要

四
〇 

叡
山
学
院

傘
松

八
九
四

－

九
〇
五 

永
平
寺

真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要

三
五 

大
谷
大
学

親
鸞
教
学

一
〇
九 

大
谷
大
学
真
宗
学
会

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
所
報

七
一
・

七
二 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所

道
光

七
一
九

－

七
二
八 

可
睡
斎

川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要

三

 

川
崎
大
師
教
学
研
究
所

記
主
禅
師
研
究
所
紀
要

一 

記
主
禅
師
研
究
所

真
宗
文
化

二
七

 

京
都
光
華
女
子
大
学
真
宗
文
化
研
究
所

研
究
紀
要

三
一

 

京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所

西
山
学
苑
研
究
紀
要

一
三

 

京
都
西
山
短
期
大
学

藝
文
研
究

一
一
三‒
一

－

一
一
五

 
慶
應
義
塾
大
学
芸
文
学
会

『
秘
蔵
寶
錀
』
の
研
究

第
三
分
冊

 

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
宗
教
と
科
学
の
対
話
」

 

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要

三
一

 

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所

日
本
研
究

五
七

 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

仙
石
山
仏
教
学
論
集

一
〇

 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要

二
二

 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

国
際
仏
教
学
研
究
所
紀
要

一

 

国
際
仏
教
学
研
究
所

宗
教
学
論
集

三
七 

駒
沢
宗
教
学
研
究
会

駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報

二
九

 

駒
澤
大
學
襌
研
究
所

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報

五
一

 

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会

駒
澤
大
學
佛
教
学
部
研
究
紀
要

七
六

 

駒
澤
大
學
佛
教
学
部

駒
澤
大
學
佛
教
学
部
論
集

四
九

 

駒
澤
大
學
佛
教
学
部

佛
教
経
済
研
究

四
七
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駒
澤
大
学
仏
教
経
済
研
究
所

駒
澤
大
学
文
学
部
研
究
紀
要

七
六

 

駒
澤
大
学
文
学
部

地
論
宗
の
研
究 
金
剛
大
學
佛
教
文
化
研
究
所

敦
煌
寫
本
『
大
乗
起
信
論
疏
』
の
研
究

 

金
剛
大
學
佛
教
文
化
研
究
所

斯
文

一
三
二
・
一
三
三 

㈶
斯
文
会

道
宣 
宗
教
文
化
出
版
社

密
教
学

五
四 

種
智
院
大
学
密
教
学
会

佛
教
文
化
研
究

六
二 

浄
土
宗
教
学
院

佛
教
論
叢

六
二 

浄
土
宗
教
学
院

深
草
教
学

二
九 

浄
土
宗
西
山
深
草
派
宗
務
所

大
学
教
育
と
情
報

二
〇
一
七
№
四

－
二
〇
一
八

№
三 

私
立
大
学
情
報
教
育
協
会

宗
報

八
一
〇

－

八
二
〇

 

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

真
言
宗
豊
山
派
宗
報

八
二
四

－

八
三
五

 

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

平
和
の
た
め
の
宗
教
│
対
話
と
協
力

一
〇

 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

浅
草
寺
佛
教
文
化
講
座

六
二 

浅
草
寺

善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要

二
三

 

善
通
寺
教
学
振
興
会

跳
龍

七
九
〇

－

八
〇
〇 

總
持
寺

坐
禅
読
本
│
身
心
の
調
う
道
│ 

曹
洞
宗
宗
務
庁

曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要

四
八

 

曹
洞
宗
宗
務
庁

曹
洞
宗
報

九
九
〇

－

一
〇
〇
一

 

曹
洞
宗
宗
務
庁

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要

一

九 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

『
梅
花
流
指
導
必
携
』
の
変
遷
│
梅
花
は
曹
洞
宗

の
教
義
に
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
の
か
│

 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

只
管
打
坐
と
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
の
対
話
│
一

仏
両
祖
が
目
指
し
た
坐
禅
と
は
│

 
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
報 

二
〇
一
七

－

二

〇
一
八 
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

曹
洞
宗
文
化
財
調
査
目
録
解
題
集
８ 

東
海
管
区

編
Ⅱ 

曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会

尾
張
熱
田
全
隆
寺
史 
大
亀
山
全
隆
寺

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
年
報

四
〇

 

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
所
報

六
九
・
七
〇

 

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所

東
洋
研
究

二
〇
七

－

二
一
一

 

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所

般
若
心
経
│
テ
ク
ス
ト
・
思
想
・
文
化

 

大
法
輪
閣

永
平
寺
史
料
全
書 

文
書
編

第
三
巻

 

大
本
山
永
平
寺

大
雄

一
五
一

－

一
五
三 

大
雄
山
最
乗
寺

浄
土
宗
學
研
究

四
三
・
四
四

 

知
恩
院
浄
土
宗
學
研
究
所

無
無
無 

致
知
出
版
社

チ
ャ
ン
ダ
ナ

二
七
三

－

二
七
六

 

中
央
学
術
研
究
所

中
央
学
術
研
究
所
紀
要

四
七

 

中
央
学
術
研
究
所

天
台
学
報

五
九 

天
台
学
会

東
海
佛
教

六
三 

東
海
印
度
学
仏
教
学
会

東
京
女
子
大
学
紀
要
論
集

六
八（
二
）－

六
九
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（
一
） 

東
京
女
子
大
学

日
本
文
学

一
一
四

 

東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
部
会

仏
教
文
化

五
六 

東
京
大
学
仏
教
青
年
会

日
本
学

四
六
・
四
七

 

東
国
大
学
校
文
化
学
術
院
日
本
学
研
究
所

博
物
館
学
年
報

四
九

 

同
志
社
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程

東
大
寺
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
年
報

五
・
六

 
東
大
寺

南
都
佛
教

一
〇
〇 

東
大
寺
図
書
館

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要

三
七

 

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
報

三
一

 

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

東
洋
思
想
文
化

七
一 

東
洋
大
学

『
八
千
頌
般
若
経
』
梵
│
蔵
、
蔵
│
梵
対
照
表

 

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

般
若
経
の
教
理
・
儀
礼
・
実
践
の
総
合
的
研
究

 

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集

六

 

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

国
際
禅
研
究

創
刊
号

 

　

  

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
国
際
禅
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要

三
四

 

東
洋
哲
学
研
究
所

共
生
文
化
研
究

三 

共
生
文
化
研
究
所

成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要

四
一

 

成
田
山
新
勝
寺

Bulletin of the N
anzan Institute for 

Religion and Culture

四
二

 

南
山
宗
教
文
化
研
究
所

南
山
宗
教
文
化
研
究
所
報

二
八

 

南
山
宗
教
文
化
研
究
所

現
代
宗
教
研
究

五
二

 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

教
化
学
研
究

九 
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

印
度
学
佛
教
學
研
究

一
四
四

－

一
四
六

 
日
本
印
度
学
佛
教
学
会

宗
教
研
究

三
九
一

－

三
九
三 
日
本
宗
教
学
会

日
本
仏
教
教
育
学
研
究

二
六

 

日
本
仏
教
教
育
学
会

密
教
学
研
究

五
〇 

日
本
密
教
学
会

広
が
る
隣
人
と
の
距
離

 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
報

三
三
・

三
四 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

人
権
教
育
研
究

二
六

 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

禅
学
研
究

九
六 

花
園
大
学
禅
学
研
究
会

福
神 FU

KUJIN

一
九 

福
神
研
究
所

豊
山
教
学
大
会
紀
要

四
六 

豊
山
教
学
振
興
会

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

四

 

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー

仏
教
学
会
紀
要

二
三 

佛
教
大
学
仏
教
学
会

宗
教
年
鑑

平
成
三
〇
年
版 

文
化
庁

松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報

三
二 

松
ヶ
岡
文
庫

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要

一
七

 

身
延
山
大
学
仏
教
学
部

身
延
論
叢

二
三 

身
延
山
大
学
仏
教
学
会

道
元
禅
師
の
伝
記
と
思
想
研
究
の
軌
跡

 

吉
田
道
興
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龍
谷
教
学

五
三 

龍
谷
教
学
会
議

佛
教
学
研
究

七
四 

龍
谷
大
学
仏
教
学
会

龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報

二
二

 

龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要

一
一

 
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所


